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農繁期（春）の共同炊事による栄養状況と

生活時間等の調査について

食品栄養科

五城目保健所
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はじめに

近年農業の近代化と都市人口集中化に伴い農業

労働力に影響がみられ，これが対策の一つとして

共同炊事，共同作業が行われており，これらが生

活時間，栄養状態にどのような関連があるかを調

査したものである。

調査地区および対象

秋田県南秋田郡五城目町，高崎地区の農業従事

者80オ～65オの共同炊事加入者，男6名，女

6名，非加入者男女各8名の18名を対象にした

が，調査期間中2日以上調査に不参加，また農業

以外の労働に従事した者を除き

共同炊事加入者 男4名・女5名

共同炊事非加入者 男2名・女2名
の13名を調査した。

調査期間

田植および共同炊事の開始した昭和 44年5月

2 2日～6月5日のうち， 5月22日， 26日，

8 0日， 6月2日， 5日の5回調査を行った。

調査内容および方法

1 栄養摂取量

共同炊事加入者は，共同炊事1週間のサイクル

メニユーの栄養量に主食および間食量を各自調査

票に記入させた。但し6月5日は共同炊事終了に

つき，全喫食量を調査票に記入させた。非加入者

も同様全喫食量を記入させた。共同炊事は副食の

みの共同炊事で主食は各世帯で炊飯のうぇ，自由

喫食である。

2 消費熱量

各自の身長，体重から体表面積を求め基礎代竪

を計算のうえ，生活時間によるエネルギー代謝率

(R•M•R) より消費エネルギーを求めた。

3 身体計測

身長は5月21日調査開始前に測定し，体重は

農作業終了時に毎回測定した。

4 フリッカー値の測定

毎回朝作業前 (AM6:oo~7: 0 0),午

後作業前(PMO:ao~1: 3 0)，作業終了

後<PM6:oo~7: 0 0)測定し，朝に対す

る増減率を求め，併せて自覚症状調査も行った。

5 生活時間調査

フリッカー値測定時に聞きとり調査を行っ九共

同作業は朝7時開始で終了は午後6時．その間

昼休みを含め18 0分の休けい，実働時間の標準

は48 0分(8時間）である。



｀
 

ー21&-

表1

摂取栄養量（共同炊事加入者）

l 熱籠I＇蛋白質
： i―ーロー→ •- • - - -- - --• 

月 性 動蛋 脂肪 炭水 カル
ピクミ ン

． 化物 ・ンウム 鉄I 
日 別 Cal g ， ， ， 暉？ 叩 A IU B1 B2"', 

C 
叩 叩

し

5 男 2,803 94.4 2 9.8 8'Z 5 4 0 4.8 799 2 Q7 3,241 l4 0 L1 4 1 1 7 

゜ 女 2,673 9L6 2 9.0 8 7. 3 3 7 5.7 801 213 3,473 13 6 L1 8 125 

22 平均 2, 7 3 1 9 2.8 2 9.4 8 7. 4 38&6 800 210 &370 L8 8 116 122 

i-
j 5 男 2,199 84.7 2 9.7 3 9. 6 37 2.4 494 2Q5 2,077 1.0 2 0.97 l l 6 
l 

l ． 女 2,203 9 2.0 3 5.8 4 2.9 35&8 572 2Q3 2,049 1.05 1.12 110 
I 

乎均 2,201 8&7 3 3.1 41.4 3 6 4.8 537 204 2,061 1.0 3 1.0 6 113 
I 

男 2,499 8 9.9 3 9. 9 4Q8 46 0.8 551 2 2.9 3,640 0.96 0.95 132 

女 2,583 9 2.8 3 8.3 4(l8 5 0 6. 9 556 2 3.1 3,252 Q9 8 102 123 

平均 2,546 91.5 3 9. 0 4 0.8 4 8 6.4 553 2ao a424 0.97 0.9 9 1 27 

6 男 2,209 8 7. 3 3 2.2 4 2.1 363.3 579 2 Q5 1,883 0. 9 8 0. 9 5 9 9. 

゜ 女 2,150 8 7. 6 3 2.2 4 5.8 353.6 528 22.1 2,490 1.0 2 104 11 8 

2 平均 2,176 87.5 3 2.2 4 4.1 3 5 7. 9 551 21.4 2,220 1.0 0 1.0 0 110 

6 男 2, 11 0 7 4.7 313 3 5. 7 3 59.0 399 1 1.9 2.124 U85 114 89 

． 女 2. 1 6 5 8 2.3 3 9.8 3 L4 377.6 451 1 5.6 1,453 0.77 U94 74 
I 

5 平均 2. 14 3 7&9 3 6.4 3a1 37(ll 431 1 4.1 1,721 U80 102 80 

男 2,392 87.5 3 2. 7 5 (l6 3 9 5. 7 583 2 0.1 2,645 1.0 6 1.0 2 113 
5日間

女 2,371 8 9.8 3 4.6 5 1.2 3 9 6.0 593 2 0.9 2,638 1.06 1.0 7 113 
総乎均 1 l 

I ；平均/2,380 88.8 ！ ！ 3 3.8 l 5 LO 395.gi 588 20.6 1I 2,6411 I 1.06: I 105 1 1 3 
i : '  
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表 2

摂取栄養量（非加入者）

動蛋 脂肪 炭水 ；苔ル l「ピ一 クミ ン I 月 性 熱量 蛋白

鉄 町 B2I ． 化物 シウム C 
：日 別 Cal 質 9 ， ， ， 叩 喝！ ！ 

i --•一
IU 喝I 喝！ 翌」

I 

5 男 2.2 84 8 0.8 3&8 8a8 415.5 380 1'l6 8.290 0. 9 5 a89 9 4 ！ i 
i 

I 』
． 女 2.2 7 6 8 2.5 3'Z 9 3 6. 6 40 2.6 405 1 &1 2,946 0.97 0.991100 

i ; ， 22 平均 2.2 8 0 8 L6 881 3 5.0 4 0 9.0 392 l'l 8 a11 8 0.96 U9 4, 97 

l 

I I 

5 男 2.405 76.9 29.7 3 4.8 434.3 
I 

281 1 5. 0 1,8 1 9 0.86 0. 7 2 85 

． 女 2.0 2 5 6 2. 7 2 6.4 2 5.4 378.3 244 12.6 1,5 1 6 Q76 0.65 77 
26 平均 2.2 1 5 6 9. 8 28.0 3 Ul 40 3.8 262 l a8 1,6 6 7 0.81 U68 81 

1 3 8 1 「
2.2 8 5 4,944 i 5 男 8U6 8 7. 4 39.7 89 L2 452 1 8.2 U93 1.25 

！ 
I ． 女 2.2 8 5 8U6 3'Z4 3 9. 7 I 391.2 452 1&2 4,944 0.93 1. 25 1 38 1 I 

30 平均 2.28 5 8U6 8'[4 89.7 3 9 1.2 452 1 8. Z 4,944 0. 93 L25 138 

6 男 2.14 7 7て9 4a7 8 1.4 365.6 419 1 85 4,730 0.90 l28 16 0 

． 女 2.147 77. 9 43.7 31. 4 365.6 419 l a5 4,730 U90 L28 160 
2 平均 2.14 7 7 7. 9 43.7 3 1.4 3 6 5.6 419 1 3.5 4,730 U90 L28 160 

ドーー・一

6 • 5 調査不備

5日間［i平：均i2302 79.0 

36.2 3 4.5 40 9.4 365 1 6.1 3,315 U91 0. 9 6 109 

172 7 4.8 34.9 32.5 38 4.8 362 1 5.5 3,100 0.88 Q97 109 

総平均 237 76.9 3 5.6 3a5 39'Z l 363 _15.8 8,207 0.89 Q9 6 109 
! l ， 
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調査結果および考察

1 栄養摂取葺（図1～図8・表1.2参照）

日本人の栄養摂取量の労働強度別エネルギー代

謝率（労働強度中くらい，主作業R•M•R 2. 0

~a9)による昭和45年目途の労働強度別栄養

所要量に比ぺほぼ充足されているのは蛋白質，ピ

クミン A'ビクミンCで不足しているものは労働

に必要なエネルギーの効率よい熱量給源の脂肪，

カルシウム，労働エネルギー代謝に特に必要なピ

クミン B群の摂取が不足している。また共同炊事

加入者より非加入者の方が動蛋とビクミン A•C

を除き，低摂取量を示している。また共同炊事加

入者においても 6月5日共同炊事終了時点で各栄

養素も全般的Kr・降している。

1) 蛋白質

所要量よりほぼ上回つているが，非加入

者の摂取量が少ない。

2) 動物性蛋白質

総蛋白質の40 %が目途であり，ほぼ充

足されている比率である。

3) 脂肪

所要量より殆ど少なく ，特に非加入者

の摂取量が低い。今後エネルギー咬り率のよ．

い油脂の摂取向上が望まれる。共同炊事に

おいても特に摂取量の多い日もあり，献立

面での油脂の使い方と配分の適性が必要で

ある。

四1
栄養摂政量
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4) 炭水化物

全般的に摂取畢少なく，秋田県平均より

少ない傾向にあり，エネルギーを多く消費

される晨繁期には熱量を充足させるべき油

脂の摂取向上と穀類等の摂取も検討する必

要があろう。

図 2
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5) カルジウム

所要量より下回つており，特に非加入者

が顕著である。

6) 鉄

共同炊事終了時点および非加入者の摂取

最の少ないのが目立つている。

摂 取 量
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7) ピクミンA

所要量にほぼ達しており，非加入者の摂

取が多い傾向にある。

8），ピクミンB1

労働に必要なエネルギー代謝に関係のあ

るピクミンで所要量には大幅に下回つてお

り、非加入者の摂取量が少なく，強化米等

の強化食品の利用が望ましい。

9) 

2
 

ビクミン B2

ピタミン町同様所要董よりかなり下回

つている。

1 0)ピクミン C

所要量より大幅に上回つており，ビクミ

ンA同様非加入者の摂取輩が多い。

消費熱量と摂取熱量（表3，図4~8参照）
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表 3

エネルギー代謝率および摂取・消費熱量

加 入 者 非 加 入 者

＇ 
月・日 性別 平均 消費熱量 摂取熱量 充足率 平均 消費熱量 摂取熱量 充足率！ 

RMR Ca1 C a1 ％ RMR Cal Cal 佑

男 L8 3,824 2.,803 8 4.3 l7 2.944 2,284 7'Z6 
I ． 
: 5 •22 女 l7 2,694 2.,673 9 9. 2 l8 2,527 2,276 90.1 

平均 1.7 2,974 2,781 9 L8 l7 2,785 2,280 8a4 

男 l4 2,855 2,199 7'ZO l5 2,877 2.4 05 8a6 

i ; 5 •26 女 17 2,680 2.,208 8 2.2 L8 2,664 2,025 7 fiO 

平均 l6 2,768 2.201 7 9.8 l6 2,770 2,215 8 0.0‘ 

男 1.5 3,030 2.499 82.5 1.6 a188 2.2 8 5 7 l7 

5 •30 女 2.2 8.2 20 2.58 3 8(l2 2.5 8565 2,285 64.I 

平均 l9 8,136 2,546 8 L2 2.0 8,877 2,285 617 

男 l5 2,949 2.2 09 7 4.9 2.8 4,268 2.1 47 5 0.3 

6•2 女 ~9 2,880 2.150 76.0 2.1 3.1 87 2.1 47 6'Z4 

乎均 L7 2,888 Zl76 7 5.5 2.2 a728 2.147 5'l 6 

男 18 8,291 2,110 64.1 L8 2.90 5 

16. 5 女 l9 Z847 2,165 7 6.0 16 2,318 

＇ l9 8,025 平均 2.148 70. 8 L7 2,6:09 

5 
男 L6 3,067 邸 92 7&0 l8 a183 2,302 723 日 間

ト平均［：̀ ―均― L9 2,855 2,371 8 ao 2.0 2,856 2.1 72 7 6.1 ・ L8 2,948 2,380 8 (l7 L9 8,019 2,287 7 4.1 
ーI- - -- - ---—-- -9• 一 コ― —• - --•一→・・・ --・ 
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1) エネルギー代謝率

労働の質と量ともいえるエネルギー代謝

率を図4，表8でみると男よ b女が高く，

特に殷繁期，中間の30日がその差が最も

高い。これは婦人の主作業が田植であるの

に，男の主作業が苗とり等で，婦人のエネ

ルギー代謝率が高いからで，云いかえると婦

人が男より重労働していることになる。また

共同炊事加入者より非加入者の男女とも高く，

これは婦人が食事をつくる家事作業時間が労

働量にプラスされてることである。

-4 
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2) 消費熱だと摂取熱量

消費熱量は表8のとおりである。消費熱

量は労働．生活等に費されたエネルギー

（熱量）であり．前述の平均エネルギー代

謝率と図5に示すように乎行しており．男

はほぽ2,5 0 0カロリーから 4,0 0 0カロ

リー消費され．女は2,000カロリーから

3,500カロリーで．エネルギー代謝率は

婦人が喬いのに消費熱量の少たいのは男は

共同作業以外の自家作業があり労働時間が

多いことと．婦人の体表面積が少ないことによる

ものである。

実際に食ぺた摂取熱量は図6,7, 8に示すよう

に消費熱量に比ぺてほとんど下回つており．熱量

が充足されているものは 5回の調査で延7名だけ

で約85％の者が充足されてない現状である。
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':~、予ヽは図 8 のよう (C共同炊事加入者で男 7 8. 0%, 女 8 a 0 ％．非加入者では男72.3%,女76. 1 %と婦人より男か充足されておらず．ま
：9：：JI：い炊半加入者より非加入者が充足されていない。これらが農繁期の体重増減率．疲労等と関係のある一要因と思われる。今後共同炊事の普及

,~ ~;;例に見合つた熱量給源の合理的配分．即ち脂肪．主食等の適件な供食の指導が必要と思われる。
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3 体重増減率

労働に対する栄養摂取．健康状態の総合的尺度として体重の増減率を図9,1 1からみると農繁期開始日に比ぺ終了時点では殆んどの者が

滅贔を示し．共同炊事加入者より非加入者が減率傾向を示している。また共、同炊事では男．非加入者では女の減率傾向がみられた。

図7
農繁期印5日I2対する終3日の砕曼増痰率
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表 4

生活時間とフリッカー値増減率

共同炊事加入者 非 加 入 者

月 性
生活時間 フリッカ一値 生活時間 フリッカ＿値． 
家事 労働 家事

日 別
労働
睡眠 朝 昼 夕 睡眠 朝 昼 夕

時間 その他 時間 その他

5 男 518 • 437 485 士° +'l7 +9.6 450 420 570 +o +52 +a4 ． 
女 372 390 678 士0 +a9 

゜
270 405 765 → +o  -16 +98 

泣 平 4 87 411 592 土0 +5.3 +4.0 360 41 8 667 士° +17 +6.7 均

'5 男 495 479 46 6 士0 _7. 6 -2.0 450 380 610 +o - 6.5 ー4.8

． 女 38 0 426 684 土0 -'l4 -5.6 28 5 39 5 760 +o  -2.9 -5.8 
26 平 4 04 449 587 土° -7.8 均

-4.8 368 387 685 +o  -4.6 -5.5 

5 男 660 413 367 士0 土o -2.8 570 420 450 十•O ー18 +a6 

． 女 5 58 360 522 土° -U6 —&o 570 410 460 +o  -2.9 -5.8 

30 乎 603 888 453 士0 土o
均

-5.6 570 415 455 + 0 -2.2 -13 

電

6 男 578 462 400 士0 -4.5 +08 510 42 0 510 士0 +34 —a4 
． 女 402 446 592 土° -06 +a8 390 3 88 667 +o  -6.1 +4.5 
2 平 480 453 507 土° -2.5 +2.5 450 401 589 +o  -l6 —+1. 0 
均 ． 
6 男 578 450 412 士0 +4.2 -14 580 4 80 380 士0 +o 士0
． 女 860 422 658 土° 十て4+5.6 45 450 9 45 +o  士° +4.6 
5 乎 457 434 549 士° +6.6 +2.7 8 1 8 465 662 +o  土°

+2.6 
均

男 566 448 426 士0 -0.6 
5 ＊ ゜

51 2 424 504 士0 +o -(l3 

日 名 8 9..3 311 29.6 866 2 9. 4 350 
間
女 404 409 627 +o 土〇 -l2 312 409 719 +o -2.7 +l2 
＊ 

総 ％ 281 28.4 4a5 2L7 2&4 49.9 
乎
平

均
均夭
476 426 538 士0 -U3 -0.6 412 416 612 士0 ー 1.6 +0.3 

8 13 1 I 2 8.6 ! 28.9 | 42.5 1 i 劣 3 a1 2 9. 6 
I 

i I l 
， 

I 

沃24時間＝100% 
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4 フリッカー値の増減率「疲労度の推移」

疲労感を客観的な機能変化より判定する一つ

としてフリツカー値の測定かあり、朝を土 0と

した増涙率をみると 22日の農繁期開始時点の

昼~の増加がみられるのは生体の機能充進（•これ

から田植を行うと云9心理的なものを含め調子

がよくなるものと思われる。．．）によるものと思

われ、その後遂次機能低下がみられ長終日頃に

なると朝のフリッカー値そのものか低く、これ

は蓄積疲労の影響で昼、夕が増率を示すものと

思われる。

5 生活時間

労働時間は共同炊事加入者平均で男56 6分

(9時間 26分），女40 4分(6時間44分）

非加入者の男 51 2分(8時間82分），女3

1 2分(5時rBn2分）と非加入者の労働時間

が少ない。

これは特に炊事等の家事時間が非加入者に多

い結果で、また加入者の男は標準共同作業時間

以外に自家作業をかなり行っていることがわか

り、また睡眠時間は共同炊事加入者男女平均4

2 6分(7時間 6分），非加入者 41 6分と約

l 0分少な.t.'男より婦人の睡眠時間が若干少

ない。また労働時間が長い程睡眠時間が少なく

なる傾向を示している。共同炊事により栄養の

充足と労働時間延長ということはほぽ目的にか

なっているものと思われるか、共同炊事により

過剰労働とそれに伴った栄養の配分を検討せね

ばならないと思われる。

ま と め．

・春の農繁期間共同炊事加入孝と非加入者の栄養

状態と生活時間等を秋田県南秋田郡五城目町高崎

地区で調査した結果次のと苓りである。

1 栄養摂取量については俵白質， ピクミン C以

外所要貨に達して苓らす，特に労働に必要な熱

景給源の脂肪苓よびピクミン B群の摂取が少な

く、共同炊事加入老より非加入者の栄養摂取状

況が一般的に少ない。

2 エネルギー代謝率については男より女が高く

また共同炊事加入者より非加入者が禍い，これ

は家事労働等の負担によるも([)と思われる〇

3 消貨熱量に対する摂取熱撮は殆ど充足されて

ぢらず共同炊事加入者より非加入者の充足率が

低い。

4 体重増減率の推移については農繁期開始日よ

り遂次減少がみられ，共同炊事加入者より非加入

入者の減率傾向かみられた。．・

5 疲労度をフリッカー値測定による増減率をみ

るとら次機能低下がみられ，後半蓄積疲労がう

かがわれる。

6 生活院柑Jと労働については共同炊事加入者乎

均男約9時間30分，女約6時間50分，非加

入老男約8時間 80分，女5時「kl0分と非加

入者の労働時間が少ない，家事時間等は非加入

者が多く，労働時柑1が長い程睡眠時間が少なく

なる傾向にあつた。

以上共届1炊事による栄養確保と労働時間の延

長はほぽ目的に涼つていると思われる力，労働

に特に必要な所要熱景， ピクミン B群摂取向上

と月要量に対する食暑tの配分又は副食のみの共

同炊事の場合自家契食の熱景船源の適性喫食指
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導を含めた共同炊事の加入促進が農繁期の労働

管理に効果があると考察されるとともに，共同

炊事加入による労働時間の延長も再検討を要す

る問題と思われる。
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付表 1 

加入者ー 1

氏 名

館岡和二

館岡アサ

館岡彦一郎

館岡チャ

＇ 

館 岡春ニ

•·---- ------

個人別の体重および摂取・消費熱量の状況

（共同炊事加入者）

-お}--

年令 月・日
身長＇体重 基礎 平均 摂取熱量、消炊熱量

cm 肋 代謝 RMR  Cal Ca1 

44 5.22 164 5 9.0 (l99 2.0 2,912 8,6 I 6 

5.26 6 0.0 0.9 9 14 2,8 90 2.831 

5.3 0 58.0 U98 1.5 2,925 8,2 81 

6. 2 5 9. 0 0.99 l6 2.5 81 3.1 41 

6. 5 58.5 Q99 l4 2,085 2,859 

44 5.2 2 149 4LO 07 1 L9 2.7 36 2,6 I 2 

5.2 6 43.0 0. 7 2 2. 1 2,204 2.,706 

5.3 0 4ao 0. 7 2 2.2 2,741 2,898 

6. 2 44.0 0. 7 3 24 2,406 2,902 

6. 5 4ao (172 2.8 2.,11 2 29 1 4 

45 5.22 167 6 4.5 l04 l8 2,8 88 3,716 

5.26 6 5.0 LO4 1.4 2,210 3, I 6 9 

5. 3 0 6 2.5 L0 8 L6 2,537 8,337 

6. 2 64.5 L04 L5 2,255 3,300 

6. 5 6 3.5 l0 8 L9 2,135 3,722 

41 5.2 2 158 5 5.5 Q84 l9 2,8 88 2,955 

5.26 5 6.5 0.8 5 2.8 2,2 1 0 3,308 

5.3 0 5 5.0 0.84 2.2 2,537 a226 

6. 2 55.5 U84 22 2,255 8,198 

6. 5 5 5.5 0.84 2.0 2,13 5 3,036 

52 5.2 2 1 60 65.0 (l98 l9 2,982 3,480 

5. 2 6 6 6.5 0.9 8 L3 2,351 2,759 

5.8 0 6 5.0 a98 l4 公749 2,952 

6. 2 6ao 0.96 L4 2,536 2,812 

6. 5 64.0 0.9 7 L7 3,211 
・ -・ 
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付表 2 

加入者ー2

．．． 

長 1体 礎I＇乎 摂取熱量 1消費熱量 1
氏 名 年令 月・日

身 重 基 均

cm 肋 代 謝 RMR  Cal  Ca  1, 

館岡光子 84 5.2 2 153 5'l O 0.85 2.1 2.398 3,276 

5.26 5 8.0 Q86 2.4 2,320 a448 

5.30 5'Z5 0.86 2.4 2,679 &700 

＇ 
6. 2 5 6.8 0.85 2.0 1,799 3,082 

I ！ 
6. 5 55.5 U84 15 2,248 2,592 

館岡勝治 53 5.22 154 5 4.5 U88 L5 2,478 2,479 

l I 
5.26 5a5 (l88 L6 1,844 2,662 

5.8 0 5 4.0 (188 L5 1,786 2,601 

6. 2 5&o U87 15 L462 2,542 

6. 5 54.0 U88 2.2 8,258 

i 館岡＾ルノ 49 5.22 149 44.0 U73 (l8 2,749 1,830 

5.2 6 43.0 0.72 LO 2,172 1,884 
： 

； 5.30 435 U78 2.1 2,483 2,919 

i 6. 2 4&5 u73 (l8 2,152 L730 
! 

6. 5 4a5 a.78 l8 2,418 

館岡カネノ 4l 5.22 155 61.0 (l86 L6 2,651 2,797 

5.26 610 ll8 6 0.8 2,109 2,105 

5.3 0 I 6 0.0 U86 2.2 2,475 8,856 

6. 2 58.5 U85 2.2 2.14 2 &237 

I 6. 5 i I 5 8.5 ! U85 | 2.0 I a052 
i I 



—••23.9-

付表 3 

非加入者

I I 1 身長
！ 

消秤熱―姐lI 
氏 名 年令 月・日

体重 基磋 平均 摂取熱量

c,n Kg 代謝 RMR  Ca 1 Cal 

小玉松雄 38 5.22 155 64.5 1.0 0 1.4 2,214 3,; 4 0 

； 
5. 2 6 6 4.o 1.0 0 1.6 2,076 3,4(J 9 i I 

！ヽ 
5.30 6 5.0 1.0 0 1.6 2.2 8 5 3, l 8 8 

6. 2 6 4.0 1.0 0 2.6 2,1 41 4,268 

6 5 64.5 1.0 0 1.9 3,253 

小玉スエノ 8 5 5.2 2 156 53.0 Q8 3 11 2,2 1 4 2.2 5 7 

5.26 52.5 u8 3 2.4 2,076 &534 

5.30 52.5 08 8 2.6 2.2 8 5 3,565 

6. 2 5ao Q8 8 2.0 2,147 3.1 87 

6 5 510 Q8 2 L5 2.5 71 

館岡与助 64 5.2 2 147 51.5 Q8 0 L9 2,354 2,747 

5.26 515 (l80 1.3 2,733 2,844 

5.30 5(l5 (l80 1.5 2,478 

6. 2 510 U80 L9 2,829 

6. 5 5 2.0 U8 0 1.6 2,557 

館岡ヨリ 55 5.22 142 415 0.6 8 2.4 2,888 2,797 

5.26 4U5 (l67 ll 1,973 L793 

5.3 0 4 0. 0 (166 28 2,656 

6. 2 4UO U66 2.1 

I 

2,437 

6. 5 I 4LO U67 L6 2,055 I ； 


